
平成24年3月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成24年2月9日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 東栄リーファーライン 上場取引所 大 
コード番号 9133 URL http://www.toeireefer.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 河合 弘文
問合せ先責任者 （役職名） 専務取締役 （氏名） 山口 豊 TEL 03-5476-2085
四半期報告書提出予定日 平成24年2月13日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 8,530 △0.2 △349 ― △405 ― △521 ―
23年3月期第3四半期 8,549 △3.1 △60 ― △105 ― △148 ―

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 △521百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 △133百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △86.87 ―
23年3月期第3四半期 △24.73 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 11,160 3,340 29.9
23年3月期 10,444 3,935 37.6
（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  3,340百万円 23年3月期  3,935百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00
24年3月期 ― 0.00 ―
24年3月期（予想） 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,000 △4.5 △130 ― △210 ― △330 ― △54.94

ynatori
新規スタンプ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 6,050,000 株 23年3月期 6,050,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期3Q 43,684 株 23年3月期 43,684 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 6,006,316 株 23年3月期3Q 6,007,016 株
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 （１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災による景気減退から回復の兆しがあったものの、

海外経済情勢などに起因する円高の長期化、タイ王国の洪水に影響された生産活動の停滞などの要因により、依然と

して不透明な状況が続いております。 

 当業界につきましては、全海域で漁獲不振が継続し、インド洋海賊問題にも収束の兆しは見えておりません。各

運航船は引き続き積荷確保のために航海日数の伸長を余儀なくされ、また燃料油価格も高騰が続いております。こ

のような厳しい環境のもと当社グループはコスト削減努力と蓄養まぐろ加工業務が寄与し、当第３四半期連結会計

期間（10～12月）の売上総利益は改善されました。 

 しかし、第２四半期連結累計期間（4月～9月）の損失まではカバーすることができず、当第３四半期連結累計期間

（4月～12月）の営業成績はグループ売上高85億３千万円（前年同期比１千８百万円 0.2％減）、営業損失３億４千

９百万円（前年同期は営業損失６千万円）、経常損失４億５百万円（前年同期は経常損失１億５百万円）となりまし

た。また、今後の業績動向を慎重に検討し繰延税金資産を取り崩した結果、法人税等調整額１億２百万円を計上し、

四半期純損失は５億２千１百万円（前年同期は四半期純損失１億４千８百万円）と損失が拡大いたしました。    

  

 セグメントごとの業績は、次のとおりであります。  

 ① 海運事業 

 海運事業につきましては、運航効率を強く意識した経費削減効果ならびに計画どおりに蓄養まぐろ加工業務が寄与

したことにより、当第３四半期連結会計期間の海運業収益性は改善されました。しかしながら第２四半期連結累計期

間のセグメント損失を解消するまでには至らず、当第３四半期連結累計期間の売上高は31億８千７百万円（前年同期

比１千３百万円 0.4％減）、セグメント損失１億８千４百万円（前年同期はセグメント利益３千５百万円）となり

ました。 

  

 ② 貿易事業 

 貿易事業につきましては、当第３四半期連結会計期間において漁船向け冷凍餌販売、国内向け冷凍食材の商品売上

高が伸長したものの、インポータ業務の輸入代行手数料収入が漁獲不振などにより大きく減少し、当第３四半期連結

累計期間の売上高は22億７千６百万円（前年同期比１千８百万円 0.7％減）、セグメント利益４千２百万円（前年同

期比２千６百万円 38.0％減）と減収減益となりました。 

  

 ③ 洋上給油事業 

 洋上給油事業につきましては、当第３四半期連結会計期間において第１・第２四半期連結会計期間に比べ売上高・

セグメント利益ともに増加し、当第３四半期連結累計期間の売上高は27億７千７百万円（前年同期比５千８百万円 

2.1％増）、セグメント利益５千８百万円（前年同期比０百万円 0.0％減）となり、大変厳しい環境のなか売上高を

伸ばし、利益は前年同期の水準を確保しました。 

  

 ④ 船舶貸渡事業 

 船舶貸渡事業につきましては、傭船料収入がUSドル建てであるため円高の影響を大きく受け、当第３四半期連結累

計期間の売上高は２億８千８百万円（前年同期比４千４百万円 13.2％減）、セグメント損失６千９百万円（前年同

期はセグメント損失１千８百万円）となりました。 

  

 ⑤ 不動産事業 

 不動産事業につきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は３百万円（前年同期比１百万円 23.6％減）、

セグメント利益０百万円（前年同期比１百万円 56.0％減）となりました。 

   

１．当四半期決算に関する定性的情報



 （２）連結財政状態に関する定性的情報 

  資産、負債および純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ７億１千６百万円増加し、111億６千万円とな

りました。このうち流動資産は、前連結会計年度末に比べ７億１千５百万円減少し、55億３百万円となりました。 

 これは現金及び預金が３億６千万円ならびにその他に含まれるその他未収入金、立替金４億１百万円などの減少に

よるものです。固定資産は、前連結会計年度末に比べ14億３千１百万円増加し、56億５千６百万円となりました。こ

れは、船舶15億２千４百万円、投資その他の資産に含まれる長期貸付金１億７千万円などの増加によるものです。 

  負債は、前連結会計年度末に比べ13億１千万円増加し、78億１千９百万円となりました。これは流動負債で海運業

未払金及び買掛金２億９百万円ならびに固定負債で長期借入金10億７千６百万円などの増加によるものです。 

純資産は、前連結会計年度末に比べ５億９千４百万円減少し、33億４千万円となりました。これは利益剰余金５億

９千４百万円などの減少によるものです。 

 この結果自己資本比率は、前連結会計年度末より7.7ポイント減少し29.9％になりました。   

 （３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成24年３月期の連結および個別業績予想数値を平成24年２月９日に修正いたしました。売上高につきましてはお

もに運航船舶数の調整などにともない減少いたしますが、営業利益ならびに経常利益につきましては燃料油価格上昇

の不安定要素はあるものの、運航効率追求の成果ならびに蓄養まぐろ加工業務の追加契約などにより改善が見込めま

す。しかしながら、当社の今後の業績動向を現時点で慎重に検討した結果、繰延税金資産の取り崩しをおこない、法

人税等調整額を１億２百万円計上したことにより当期純損失はわずかながら拡大いたしました。 
  

 当社グループはかかる厳しい環境のなか、来期以降の業績回復を目指し、運航形態などの見直しをはじめ資産の効

率的活用の可能性などあらゆる事業領域での利益構造の再構築案を検討しております。具体的な内容につきましては

決定次第、速やかな開示を予定しております。 

   

   

 追加情報 

 (会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用) 

  第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬

  の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会

  計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用しております。 

  

（法人税率の変更等による影響） 

 「経済社会の構造変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第114

号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成23年

法律117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下げ及

び復興特別法人税の課税が行われることになりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する

法定実効税率は従来の40.7％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平成26年４月１日に開始する連結会

計年度に解消が見込まれる一時差異については38.0％に、平成27年度４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見

込まれる一時差異については35.6％となります。 

  この税率変更による損益に与える影響は軽微であります。  

  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

海運業収益 3,533,877 3,476,359

海運業費用 3,370,141 3,582,973

海運業利益又は海運業損失（△） 163,736 △106,613

貿易業収益 2,294,320 2,276,222

貿易業費用 2,110,313 2,098,253

貿易業利益 184,007 177,969

洋上給油事業収益 2,719,124 2,777,355

洋上給油事業費用 2,651,960 2,709,994

洋上給油事業利益 67,163 67,360

その他事業収益 2,042 965

その他事業費用 682 736

その他事業利益 1,359 229

売上総利益 416,266 138,945

販売費及び一般管理費 476,343 488,748

営業損失（△） △60,076 △349,802

営業外収益   

受取利息 37,153 26,801

受取配当金 3,260 3,952

デリバティブ評価益 18,426 －

為替差益 － 7,609

その他 7,743 7,292

営業外収益合計 66,584 45,656

営業外費用   

支払利息 83,311 79,329

持分法による投資損失 528 7,396

為替差損 25,329 －

その他 2,933 14,382

営業外費用合計 112,103 101,107

経常損失（△） △105,596 △405,254

特別利益   

貸倒引当金戻入額 14,748 －

特別利益合計 14,748 －

特別損失   

投資有価証券評価損 25,782 －

投資有価証券売却損 － 1,670

固定資産売却損 － 2,376

特別損失合計 25,782 4,047

税金等調整前四半期純損失（△） △116,630 △409,301

法人税、住民税及び事業税 6,358 9,903

法人税等調整額 25,603 102,610

法人税等合計 31,961 112,513

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △148,592 △521,815

四半期純損失（△） △148,592 △521,815



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △148,592 △521,815

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △4,549 292

繰延ヘッジ損益 16,998 △3,031

為替換算調整勘定 △836 △970

持分法適用会社に対する持分相当額 3,758 3,956

その他の包括利益合計 15,371 246

四半期包括利益 △133,221 △521,568

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △133,221 △521,568

少数株主に係る四半期包括利益 － －



（２）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,379,155 1,018,553

受取手形・海運業未収金及び売掛金 2,297,033 2,340,425

有価証券 17,604 12,541

商品及び製品 317,451 346,993

原材料及び貯蔵品 339,648 385,650

その他 1,898,188 1,470,869

貸倒引当金 △30,130 △71,256

流動資産合計 6,218,951 5,503,776

固定資産   

有形固定資産   

船舶（純額） 3,107,110 4,632,013

その他（純額） 664,617 487,551

有形固定資産合計 3,771,728 5,119,565

無形固定資産 4,001 3,241

投資その他の資産   

その他 449,858 536,472

貸倒引当金 △201 △2,395

投資その他の資産合計 449,656 534,077

固定資産合計 4,225,386 5,656,884

資産合計 10,444,337 11,160,660



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

海運業未払金及び買掛金 968,726 1,177,843

1年内償還予定の社債 190,000 155,000

短期借入金 1,237,900 1,273,550

未払法人税等 45,741 9,577

賞与引当金 17,700 3,583

その他 341,478 415,860

流動負債合計 2,801,546 3,035,414

固定負債   

社債 240,000 260,000

長期借入金 3,066,100 4,142,800

退職給付引当金 169,681 186,013

役員退職慰労引当金 145,606 145,520

その他 86,259 50,080

固定負債合計 3,707,646 4,784,413

負債合計 6,509,193 7,819,828

純資産の部   

株主資本   

資本金 890,000 890,000

資本剰余金 961,593 961,593

利益剰余金 2,117,424 1,522,865

自己株式 △14,851 △14,851

株主資本合計 3,954,165 3,359,606

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 7,876 8,169

繰延ヘッジ損益 △79,399 △82,431

為替換算調整勘定 52,501 55,487

その他の包括利益累計額合計 △19,021 △18,774

純資産合計 3,935,143 3,340,832

負債純資産合計 10,444,337 11,160,660



     当該事項はありません。 

  

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１. セグメント損失の調整額206,520千円には、セグメント間取引消去2,520千円、各報告セグメントに

        配分していない全社費用204,000千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属 

        しない一般管理費であります。  

     ２. セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１. セグメント損失の調整額198,153千円には、セグメント間取引消去2,520千円、各報告セグメントに

        配分していない全社費用195,633千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属 

        しない一般管理費であります。  

     ２. セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

  

 当該事項はありません。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額   
（注）２ 

海運事業 貿易事業 
洋上給油 
事業 

船舶貸渡 
事業  

不動産事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高  3,200,927  2,294,320  2,719,124 332,949  2,042  8,549,364 -  8,549,364

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

- - - - 2,520  2,520  (2,520) - 

計  3,200,927  2,294,320  2,719,124 332,949  4,562  8,551,884  (2,520)  8,549,364

セグメント利益     

又は損失（△） 
 35,102  69,268  58,599  △18,520 1,994  146,444 (206,520)  △60,076

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結
損益計算書
計上額   
（注）２ 

海運事業 貿易事業 
洋上給油 
事業 

船舶貸渡 
事業  

不動産事業 計 

売上高             

外部顧客への売上高  3,187,421  2,276,222  2,777,355 288,937  965  8,530,903 -  8,530,903

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

- - - - 2,520  2,520  (2,520) - 

計  3,187,421  2,276,222  2,777,355 288,937  3,485  8,533,423  (2,520)  8,530,903

セグメント利益     

又は損失（△） 
 △184,539  42,893  58,592  △69,472 876  △151,649 (198,153)  △349,802

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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